
౦ྗిژౡୈ一ྗࢠݪ発ిॴނࣄのӨڹをड͚たྛに͓いて、木材தの์ࣹੑηγϜೱ度を༧ଌす
るため、スΪを対に༿と材の安ఆಉҐ体ηγϜʢ1��$Tʣのؚ有量をௐました。その݁Ռ、スΪは
ล材よりも৺材に1��$Tがੵしす͘、また、چ༿の1��$Tؚ有量が多い΄Ͳ৺材͓よͼล材の1��$Tؚ有
量も多いことが分かりました。これにより、ࠜかΒٵऩされた์ࣹੑηγϜのスΪ材のੵしすさ
を、༿の1��$Tؚ有量かΒਪఆできるՄੑをࣔしました。

成果

ࡐͷ์ࣹԚછとͷ์ࣹੑηγϜͷ্ঢ
ɹ౦ిژ力ౡୈ一ࢠݪ力発ిॴ事ނ（ҎԼ、事ނ）で
์出された์ࣹ性物質は、पลの林に͓ける林業や木
材利用にもӨڹを༩えています。事ނ後のௐࠪから、์
ࣹ性セシウムが検出されたスギ材では、その濃度がपғ
の์ࣹ性物質のண量をөしていることが分かってき
ました。

事ނ後、林にඈདྷした์ࣹ性セシウムの多くはथ
木やམ༿にੵしていましたが、ݱ在ではのද෦
分に多くੵしています。のදにはथ木のࠜࡉが
多く分するため、今後、ࠜࡉを経༝してथ体に์ࣹ性
セシウムが吸ऩされる可能性があります。

์ࣹੑηγϜと҆ఆಉҐମηγϜ
थ木はࠜだけでなく༿やथൽからもཆ分などのແ機物

質を吸ऩします。事ނ࣌、थ木は༿やथൽからも์ࣹ
性セシウムを吸ऩしたといわれています。そのため、ݱ
在のथ体の์ࣹ性セシウム濃度は、ࠜからの吸ऩのほか
に、༿やथൽからの吸ऩのӨڹもडけています。一方、
ࣗવ界にはもともと、์ࣹ性セシウムと環ڥ中でのಈき
がࣅているものの์ࣹ性を持たない安定ಉҐ体のセシウ
ム（133$T）が存在しています。थ木は事ނલから中
の133$Tを吸ऩし、थ体内にえてきました。そのため、
थ体の133$Tの分は、今後ࠜから吸ऩされる์ࣹ性セシ
ウムが、थ体内でどのように分するかを知る্でو重
な手がかりになります。

͔ࠜΒࡐͷηγϜͷऔΓࠐΈΛ༿ͷηγϜؚ
༗ྔ͔Βਪఆ͢Δ

木材の分析用サンプルを࠾るには材をইつけなければ
なりませΜが、もし材Ҏ外の෦Ґ、たとえば༿の133$Tؚ
有量から材の133$Tؚ有量が分かれば、より簡ศな方法で
推定ができます。

そこで、ౡݝの4つのスギ林（内、্内、大ۄ、
ݟ）で、それͧれサイζの異なる3本のスギをબΜで༿
と材を࠾取し、133$Tؚ有量を測りました。その結果、ス
ギはچ༿より༿に、ล材より৺材に、また大きい個
体ほど、133$Tのؚ有量が多いらしいことが分かりました

（図1）。また、چ༿の133$Tؚ有量と৺材͓よͼล材の
133$Tؚ有量とのؒには比例ؔがݟられました（図２）。

この結果は、༿の133$Tؚ有量を測ることにより、木材
の์ࣹ性セシウムのੵしやすさを推定できる可能性
を示しています。
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図1
༿と材の1��$Tؚ༗量
ౡݝの̐つの林分（内、্ 内、大ۄ、ݟ）からെされたスギ（大・中・
খ）の༿と材の133$Tؚ有量を測りました。133$Tؚ有量は、例外はあるものの、
。でした༿ʻ༿、ล材ʻ৺材、খさい個体ʻ大きい個体、というچ

図2
༿と材の1��$Tؚ༗量と関چ
。がみられました༿の133$Tؚ有量と৺材͓よͼล材の133$Tؚ有量には比例ؔچ
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